
「

ア

ブ

サ

ロ

ム

●

ア
ブ

サ

ロ
ム

」
の
交
錯

的
手

法速

川

浩

人

に
も

物

に
も

潮

時

と
言

う
物

が

あ

る

の

で
あ

ろ
う

か

、

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
フ

.
、-
ク

ナ

ー

(d
く
一一一帥欝
H員
喝
ρ
9
一貯
昌
①
目

目
Q◎
O
刈
1

)
の

一
九

二
九
年

か

ら

三

二
年

の
四
年

間

程

に
は
物

に
で
も

愚

か

れ

た
様

に
傑

作

・
問

題

作
が

次

々
と

飛
出

し
た

。

「
サ

ー
ト

リ

ス

」

「
響

き

と
怒

り

」
「
わ

れ

、

死

に
横

た
わ

り

て

」

「
サ

ン
ク

チ
ャ
リ

」

「
八
月

の
光

」
等

い
ず

れ
も

こ

の
間

の
作

で
あ

る
。
恐

ら

く
今

後

彼

の
作

家

的

生

命

が

ま

だ

ノ
＼

続

く

と

し

て
も

こ

の
四
年

間

程

の
激

し
く
高

い
燃
焼

を
示

す

事

は
又

と

あ

る
ま

い
と
思

わ

れ

る

。
所

で
此
所

で
問

題

と
す

る
彼

の
作

品

ア
ブ

サ

ロ

ム

・
ア
ブ

サ

ロ
ム

(
P
げ
。・
巴
o
目

炉
ぴ
q。鑑
o
昆

)
やの
書

か

れ

た

の
は
、

そ

の

最

"高

潮
時

を

少

し
越

し

た

三

六

年

で
あ

る

。
彼

の
作

品

の

一
つ

一
つ
は
或

意
味

で
実

験

で
あ

る

と

云

つ
て

も
良

い
と
思

う

が

、

こ

の
作

で
も
彼

は
新

手

法

也
盛

に
駆

使

し

た

。
勿
論

そ

れ
等

の
手
法

の
或
物

は
前

作

「
響

き

と
怒

り

」

や

「
わ

れ

、
死

に
横

た

わ
り

て
」

で
既

に
実

験
済

み

の
物

も

あ
る

が

(
た

と

え
嘆

物
語

亀

価

、廊

髭

め
る
事

の
無
視

・
内
的
独
白

・

ヘ
ン
リ

ー

ジ

・
去

ス
以
来

の
目
的

の
単

を

か
.
鋸

ト
.オ
ブ
献

,
の
単

一
'の
完
全

な
逆
用
等
)
そ
れ
等
も
更

に
自
由
奔
放

の
度

を
高

め
で
居

る
し
、
又
前

二
者

に
見

ら
れ
な

い
新
手
法

に
も
訴
え

て
居
る
。
そ
れ

ら
複
雑
な
手
法

に
応

じ
て

ス
タ
イ
ル
も
又
混

み
入
う
て
居
り
、
そ

の
為

に
こ
の
作

は
彼

の
数
多
く

の
作

の
内

で
も
複
雑
難
解

の

一
と
考

え

ら
れ
て
居

る
。
此
作

に
対
す
る
褒
疑
半
ば
す
る
批
評
も
結
局

そ
の
複
雑
な
手
法

が
予
期

の
効
果
を
挙
げ
得

た
か
否

か

の
判

断
の
差

か
ら
住

〆

ア
ブ
サ

ロ
ム

・
ア
ブ

サ

ロ
ム
の
交
錯

酌
手

法
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/

ず

る
。

◎

所

で

フ

ォ
ー
グ
ナ
ー
が

こ
の
作

に
取

つ
た
数

々
の
新
手
法

は

(
手
法

と
言

つ
て
も
単

に
技
巧
的
な
物
ば

か
り
想
像
し
て
は
な
ら
な

い
。

結
局
彼

の
人
生

の
観
方

で
あ
る
が

)
従
来

の
確
然

と
分
け
ら

れ
て
、
寧

ろ
反
意
語
と
し
て
対
立

し
て
居
た
人
生

の
諸
概
念

、
た
と
え
ば
現

在

と
過

去

・
吾

と
他

・
虚

と
実

・
想
像

と
現
実
等

の
.間

に
引
か
れ
て
居
た
境
界
線

に
疑

を
持

ち
、
そ
れ
を
取
除

い
て
し
ま

つ
た

の
だ
と

一

言
を
以
て
言
え
ば
言
え
る
と
思

う
。
か
く

て
作
者

は
、
そ

し
て
読
者

は
、
境
界

の
取
払
わ
れ
た

二
つ
の
世
界
を

い
ず

れ
の

一
に
遊

ぶ
と
も

な
く
飛
び
交
す

の
で
あ
る
。
仮

に
こ
の
手
法

を
交
錯

的
手
法

と
名
付
け
た

い
と
思
う
。

ぞ

論

を
進

め
る
前

に
、

こ
の
小
説
を
読

ん
で
居
な

い
人
達

の
為

に
物
語

を
簡

単

に
整
頓

し
て

(之

は

フ

.
!
ク
ナ
ー

の
決
し
て
選

ぶ
道
で

な

い
事

は
言
う
ま
で
も
な

い
)
説
明

せ
ね
ば

な
ら

な

い
。
全
体

は
九
章

よ
り
成
り

、

一
章

か
ら
五
章
ま

で
を
第

一
部

、
六
章
か
ら

九
章

ま

で
を
第

二
部
と
考

え
る
事
が
出
来

る
。

一26一

1章

数

対

話

者

対

話

の

時

対
話
の
場
所

対

.

話

の

内

容

一
-

五

六
-
九

ロ
ー
ザ
と

Q
の
父
が

Q

に
語

る

・

主
と

し

て

Q

と

シ
ュ

リ

ー
ブ

ミ
シ

シ
ピ
ー
州

一
九
〇

九
年

九
月

ジ

ェ

フ

ァ

ソ

ン

一
九

一
〇
年

一
月

ハ
ー
バ

ー
ト
大

学

の
寄
宿
舎

サ
寧

ペ
ン
が

ヨ
ク
ナ

パ
ト
ー

プ
ア
に
現

れ

て
か
ら

殺
さ
れ

る
ま

で
.の

物

語
前
項
の
重
複
の
外
に
更
に
前
後
の
事
件
が
加
わ
る

第

一
部

で

は

コ

ン
プ

ソ

ン
家

の
グ

ェ
ン
チ

ン

(
8
葺
①
暮

宣

0
8
p甥

o
昼

我

々

に
は
前

作

「
響

き

と
怒

り

」

で

紹

介

ず

み

の
人
物

)

は

ハ

ー

バ

ー
ト
大

学

入
学

を
前

に
し

て
老
婆

ロ
ー
ザ

.
コ
ー

ル
ド

フ

ィ
ー

ル

ド

(閑
o
畏

Q
o
Ĥ
{津
o
一⊆
)

に
呼

寄

せ

ら

れ

て
話

を
聞

く

。

話

は

既

に
彼

も
度

々
聞

及

び
地

方

の
伝

説

化

b
て
居

る
サ

ト

ペ

ン

(
oρ
β
な

①
昼
)

一
家

の
物

語

で
、

ロ
ー
ザ

は
サ

ト

ペ

ン
の
妻

だ

つ
た

エ

レ

ン

、



の
妹

と
し
て
、
又

エ
レ

ン
の
死
後

サ
ド

ペ

ン
の
無

法

の
求
婚

を
し
り
ぞ

け
て
以
来

四
十
三
年
間
彼

へ
の
憎

し

み
に
生
き

ぬ
い
て
来

た
女
と

し
て

こ
の
伝
説

に
直
接
関
係
す

る
唯

一
の
生
存
者

で
あ

る
。

ロ
ー
ザ
及

び
Q

の
父

の
補
足

に
よ
り
語
り
継

が
れ
る
物

語
は

七
十
数
年

の
昔

に
逆
行

し
、

一
八
三
三
年

の
或
日
、
忽
然
と
多
く

の
黒
人

を
引
連

れ

ヨ
ク
ナ

パ
ト
ー

フ

ァ
に

現

れ

た

見

知

ら

ぬ
男
サ
ト

ペ

ン
が

十
年

な

ら
ず
し
て
豪
壮

な
大
邸
宅
を
築

き
、
百
平
方

哩

に
わ
た

る
大
農
場

を
吾
物

と
す

る
顛
末

で
あ

る
。
彼

は
人

々
の
反
感
を
物

と
も

せ
ず
信
仰

厚

い
コ
ー
ル
ド

フ

ィ
ー

ル
ド
を
丸

め
こ
み
、
娘

エ
レ
ン
を
強

い
て
求

め
て
妻
と

し
兄

ヘ
ン
リ
ー

(
国
Φ
霞

同
)
妹

ジ

ュ
デ
ス

(
翻

島
盛

)
を

生
ま
す

。
か
く
て
着

々
と
完

成

し
た

か
に
見
え
た
彼

の

「
設
計

」
も

生
長

し
て
大
学

に
入

つ
た

ヘ
ン
リ

ー
が
休
暇

に
十
才
年
長

の
親
友

で

憧
憬

し
て

い
る
チ
ャ
ー
ル

ス

・
ボ

ン
(
(
一げ
蟄
目
一①
石Ω
H
WO
β
)
な
る
人
物

を
我
家

に
紹
介

し
て
か
ら
潰

れ
出
す
。
ボ

ン
は
皆

の
眼
鏡

に
叶

い
ジ
ュ
デ

ス
の
許
婚
者

と
定
る

が
サ
ト

ペ

ン

一
人

は
頑

と
し
て
承
知
し
な

い
。
ボ

ン
に
は
故
郷

の

ニ

ュ
ー

・
オ
リ
ー

ン
ズ
に
は
既

に
子
ま

で
生
ま
し

た
女
が
あ

つ
た
。

ヘ
ン
リ

ー
は
父

か
ら
之

を
聞

か
さ
れ
、
又

自
ら

ボ

ン
と
同
行

し
て
事
実

を
確
か
め

る
が

ボ

ン
は
ジ

ュ
デ

ス
と

の
結
婚

の

意
志
を
変
え
な

い
。
時
偶
々
南
北
戦
争

に
突

入

し
た
の

で

ヘ
ン
リ

ー
も

ボ

ン
も
サ
ト

ペ

ン
も
南
軍

に
投

じ
、
戦
争

の
四
年

間
を
冷
却
期
間

と
し
て
時

に
こ
の
問
題
を
解
決

さ
せ
様

と
す
る
。
然

し
敗
戦

逃
毒

の
日

に
至
り
猶
初
志

を
変
え

ぬ
ボ

ン
を

ヘ
ン
リ
ー
は
妹

の
名
誉

を
守

る

た

め
決
闘

で
殺

し
、
自
分

は
姿

を
消
す
。

(
以
上
は
ク
ェ
ン
チ

ン
の
父

の
解

釈

で
あ

る
)

価

第

二
部
で
対
話

の
時
は
第

一
部

よ
り

四
ヶ
月
後

、
先

の
暑

い
南

部

の
九
月
か
ら
霜
凍

る

ハ
ー
バ
ー
ト
大
学

の
寄
宿
舎

に
移

つ
て
、
我
々

も

は

ク

ェ
ン
テ

ン
と
カ
ナ
ダ
生

れ
の
友

人
ジ

ュリ

ー
ブ

(
ω
ぼ
碧

①
彼
も

「
響
き

と
怒
り

」
に
登
場

し
て
来
る
)
を
見
出
す

。

ご
人

が

深

更

ま

で
熱
中

し
て
語
り
合

う
話
は
殆
ど
前
半

の
巻
修

し
で
あ

る
が

、

一
つ
だ
け
サ

ト
ペ

ン
出

現

以

前

の
重

要

な
事
件

が
明

か
に
な

つ
て
来

る
。
そ
れ

は
サ
ト

ペ
ン
十
四
才

の
時
豪
農

の
門
前

で
●「
猿
面

の
黒

人
」

に
辱
か
し
あ
を
受

け
、
我
も
又
彼
等

を
見
返
え
す
豪
農

に
な

ろ
ヴ

と
生
涯
の
設
計

を
た
て
た
。
か
く

て
西
印
度

ハ
イ
チ
島

に
渡
り
、
革
命

に
巻

込
ま
れ
た
り

し
て
、
農
園
主

の
娘

と
結
婚

し
て
子

供
が
生
れ

た
。
然

し
母
親

に
黒
人

の
血

の
流
れ
て

い
る
事
を
知

つ
た
サ
ト

ペ

ン
は

一
切

の
財
産

を
彼
女

に
与
え
る
替
り

に
妻
子
を
捨

て
た
と

い
う
事

ア
ブ
サ
ロ
ム

・
ア
ブ
サ
ロ
ム
の
交
錯
的
手
法
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.

件

で
あ
る
。
そ

し
て
ボ

ン
こ
そ

は
そ

の
捨

て
得
た

と
思

つ
た
我
子

の
生
長

し
た
姿

で
あ

つ
た
事
が

一
目

で
彼

に
は

わ

か

る
。

ボ

ン
は

又

イ

ン

セ

ス

ト

ジ

ュ
デ

ス
と
の
結
婚

を
良
心

の
枷

に
使

つ
て
父

に
我
子

な
り

と
の
認
知

を
追

つ
た
わ
け

で
あ
る
。

ヘ
ン
リ
ー
は
肉
親

相
姦

と
白
黒

の
血

の

混
入

(唐
冒
8
σq
Φ
嚢

寓
o
菖

を
防

ぐ
た
め

に
覚
悟

の
ボ

ン
を
殺

し
た
。

(
ア
ブ
サ

ロ
ム
ば
旧
約

に
現
れ
る
デ
ー
ビ

ヅ
ぶ
王

の
第

三
子

、
父

を
裏
切
り
殺
き

れ
た
。
其

の
時

の
王

の
有
名

な
嘆

き

の
言
葉

か
ら
題
名

が

つ
い
た
事
も
意
味
が
あ
る
。
)
か
く
て

、

ヘ
ン
リ
!
も
行
方
不

明

に
な
り
戦
後
農
園

は
荒
廃

し
、
齢
も

六
十
を
越
え
ーて
サ
ト

ペ

ン
は
猶
後
継
者

の
男
子
を
求

め
る
設
計

を
放
棄

せ
ず

、

ロ
ー
ザ

に
求
婚

し

プ

ァ

ホ

ワ
イ

ト

ほ

て
失

敗

し

、
貧

乏

な

白
人

の
ウ

ォ
ツ

シ
ュ
・
ジ
.
ー

ン
ズ

(
ぐ
「
欝
ロ
げ

q
O
β
①
0
)
の
孫

娘

ミ
リ

ー

(
冒
自
ぐ

)

と
通

じ

て
子

を

生

ま

さ

せ

(
生

ま

れ

た
子

は
女

で
あ

つ
た
)
ウ

ォ
ツ

シ
ュ
の
大
鎌

の
兇
刃

の

下

に
麗

れ
た

。

話

は
更

に
彼

の
死
後

ボ

ン
の
遺

児

V

・
ボ

ン
、

更

に
そ

の
子

の

ジ
ム

・

ボ

ン
ド

(蟄
旨

国
o
旨
勉
)
等

の
事

件

に
も
及

ぶ
が

最

終

の
第

九
草

に
至

り

、
第

一
部

で
ク

ヱ
ン
テ

ン
が

ロ
ー
ザ

に
会

つ
た

日
か

ら

数

日
後

に
起

つ
た
惨

事

が

語

ら

れ

る

。

そ

れ

は
荒
廃

し
た

サ

ト

ペ

ン
の
邸

に
殺

人

か

ら

四

十

五
年

も

た

つ
た

七
十

を
越

え

た

老

人

の

ヘ
ン
リ

ー
が

死

ぬ
為

に
舞

戻

つ
て
居

る

。
感

づ

い
た

ロ
ー
ザ

が

ク

ェ
ン
テ

ン
を
連

れ

て
乗

込
む
姿

を
追

手

と
見

て
、

こ

の
家

の
主

と

も

言

う

べ

き

ク

ラ
ィ
テ
ー

(O
ξ
寓
①

彼

女

も

サ

ト

ペ

ン
が
黒

人
女

に
生

ま

し
た
女

だ

)

は
邸

に
火

を
付

け

て
家

諸

共

忙
皆
焼

死

ぬ
。
後

に

は

白

麺

の

シ

ム

・
ボ

ン
ド

の
猿

の
如

き
叫

声

の

み
往

に
高

く

、

こ

の
長

い
話

を
聞

き
終

つ
て

シ
ュ
リ

ー
ブ

は

や
が

て

は

西

半

球

は
皮

膚

の
色

の
漂

白

化

し
た

ジ

ム

・
ボ

ン
ド

の
後

商

の
栄

え

る
場

所

と

な

ろ
う

と
怖

し

い
予

言

を
下

す

。

▽

我
と
彼
と

の
交
錯

ー

こ
の
様

に
語

つ
て
来

れ
ば
比
較
的
簡

明
な
物
語
も

一
度

フ

ォ
ー
ク
ナ

ー
の
手

に
か

、
る
と
色
々
な
要
素

が
交
錯

し
て
複

雑
な

ア
ラ
ベ

ス
ク
模

様
を
織

り
な
す
d

そ

の
申

で
も
第

一
に
気
付
く

の
は
対
人
関
係

の
交

錯

、
殊

に
語
り
手
と
聴
手

の
交

錯

で
あ

る
。
全

体
は

一
人

の
話
者

が
他

の
聴
手

に
語
る
形
式

で
話
が
出

発
し
進

め
ら
れ
て
行
く

。
然

し
た
ち
ま
ち
聴
手
は
話

の
中

に
我
を
没
入

し

て
話
者

と
合

一
し
て

し
ま
・つ
。
殊
艇
グ

ェ
ン
テ

ン
牝
取

つ
て
は
こ
の
物

語
は
幼
少

の
時

か
ら
幾
度

び
も
語
ら
れ
総

て
を
知
悉

し
て
摺

り
彼

一28一
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の
骨
隠

と
な

つ
て

い
る
ひ
だ
か
ら

ロ
ー
ザ

の
話

を
き
く
彼

は
た
ち
ま
ち

に

「
聴

ガ
は
脱
れ
去

り
、
聴
覚

は
惑
乱

し
て

(
七
頁

)
」
彼
女

の

話
を
聞
く

と
云
う
よ
り
も

、
自
己
は

二
つ
に
分
裂

し
・一
の
生

き
な
が
ら

の
過
去

の
亡
霊

と
な

つ
た
己
が
、
現
実

の
他

の
己

に

「
無
人
無

言

の
静
寂

の
申

に
語
り
合

う

」

,.

.

'

1

富

涛

貯

σQ

8

0
鐸
①

簿
昌
o
爵

霞

一
渥

嘗

①

ざ

昌
σ金

筍。
二
〇
β
8

0
怖

口
o
酔
娼
8

覧

o

置

β
9

宣

昌
σ壁
⊆
蟄
σq
㊥

(
娼
.㊤
)

・

気

が

す

る

の

で
あ

る

。
、
(
技
法

上
か

ら

は

こ

の
様

な
転

換

は
多

く
プ

ロ

ッ
ク
文

字

か

ら
イ

タ

リ

ッ
ク
文
字

へ
、
或

は

そ

の
逆

の

コ
ー

ス
を

取

つ
て
行

わ

れ

る
)
]叉
冬

の

一
夜

を

シ
ュ
リ

ー
ブ

と
語

り

合

う

ク

ェ
ン

テ

ン

は

或

は

話

者

と

な

り

、
聴

者

と

な
り

、

シ

ュ
リ

ー
ブ

の
話

を

「
コ

ン

マ
も

コ

ロ

ン
も

文
節

も

な

く

一
股

ぎ

に
語

り
継

い
で
」

・

ー
ー
」

蜜

犀
宣

σq

召慶
ぼ

o
〈
①

コ
娼

ぎ

ロ。育
峯
㊦

詔
窪
げ
o
暮

8

葺
冨
鉾

8

0
0
ざ
昌

o
冒
娼
轟

お

影

弓
げ

"
(娼
b
◎◎
O
)

行

く

。

.

、

こ

の
交

錯

よ
り

更

に
重

要

な

0
は

語

る
人

と
行

う

人

と

の
交

錯

で
あ

る

。
語

り

手

聴

手

の

中

で
サ

ト

ペ

ン
の
物

語

に
直
接

に
関

与

し

た

の
は

ロ
ー
ザ

一
人

で

、
後

は

ク

ェ
ン
テ

ン
の
父

庵

、
ま

し

て

ク

ェ
ン
テ

ン
も

シ

ュ
リ

ー
ブ

も
叉

聞

き

の
又
聞

き

に
過

ぎ

な

い
。

た

と

え
ば

シ

ュ
リ

ー
ブ

が

語

る

サ

ト

ペ

ン
の
前

半

生

の
秘
史

は
、

七
十
数

年
前

逃

亡

し
た
仏

人

の
建
築

技
師

を
叢

林

に
追

求

め

る

一
行

に
加

つ
て

サ

ト

ペ

ン
自

身

が

ク
ェ
ン
テ

ン
の
祖

父

に
語

つ
た
物

語

で

、

そ

れ

が

シ
4
リ

ー
ブ

の

口

に
乗

る
ま

で

に
は
少

く

と
も

サ

ト

ペ

ン
ー

Q

の
祖

父

ー

ー
Q

の
父

ー

-Q
l

ー

シ
ュ
リ

ー
ブ

と

バ

ト

ン
が
受

つ
な
が

れ

た
筈

で

あ

る
。
所

が
末

端

の

シ
ュ
リ

ー
ブ

は
申

間

主

を
総

て
超

越

し

て
直

接

に
サ

ト
舟

ン
に
連
結
す

る
。
彼

は
豊
富

な
想
像
力

と
鋭

い
感
受
性

に
よ
り
恰
も
サ
ト

ペ

ン
か
ら
話

を
き

い
て
居
る
…様

に
語

り
、
や
が

て

は
語

る
サ
ト

ペ

ン
自
身

と
合

一
す
る
。
か
く

て
聴
手
は
語
り
手

と
交
錯

し
更

に
語
り
手

は
行

う
人

と
交
錯

す
る
。

こ
の
交
錯

は
年
齢

の
接

近
す

る
ボ

ン
と

ヘ
ン
リ
ー

の
苦
悩
を
語
る
時

の
若

い
ク
ェ
ン
テ

ン
と

シ
ュ
リ
ー
ブ

の
場
合

殊
に
著

し
い
。
話

の
途
申

シ

ュ
リ

ー
ブ
は
突
然

口

を

つ
ぐ

む

。
既

に
場

所

に
は
聴

手

の
ク

ェ
ン
テ

ン
も

な

尺

、

や
が

て

は
語

り

手

の
己

も

居

意
く

な

る
。

そ

し
て
ー

ア
ブ

サ

ロ
ム

・
ア
ブ

サ

ロ
ム
の
交
錯
的
手
法

一29一
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幽

人

文

研

究

第
十

一
輯

日
富

鴇

詔
。
器

'
剛)o
夢

宣

O
鎚

〇
一置
蟄

暮

露

爵

。
"
冒

。

詔
器

hg

ξ

虹

肖

巻

霞
石。

謎

o
矯
碧

9

詳

類
霧

ぎ

酔

。
〈
窪

馬
o
葺

口
○
詔

ぴ
暮

8

目
娼
。
毒

q
①
9

・
蓬

=

霞

爵

①
5

融
置

8

β
薯

ぴ
。
爵

。
h

爵

舞

畜

話

国
魯

目
同

弓慶
暮

b
魯

暮

⊆

ぴ
。
窪

9

爵

。
B

ぎ

お

b⇔
o
♪

8

B
題

眉
β
動
巴

£

号

o
h
ぴ
o
夢

岩

"

露
夢

霞

ぎ

凶夢

Φ
5

・u・B
⑦
一
嵩
β
σq

慈

①

<
o
薫

、コ。
B
o
冨

ぞ
ぼ

9

,冨

q

三

〇
≦
昌

彗

畠

ず
含
0
9

鉾
詔
蟄
同

8

含
唄
あ
葺

団
o
鎚

o,
奮
σq
o

、
、
o
ミ

導

鳴
ミ

魁
o
ミ
亀
も
、
"、
題

簿
ミ
、
ミ
§

晦

§

§

卦
§

恥

偽
、
o
ミ

㌦
…

・

文

申

で
突
然

始

つ
た

イ
タ

リ

ッ
ク
は
語

り
手

が
行

動
者

に
完

全

に
同

化

し
た

事

を
意

味

す

る
。

か
く

て
語

り

手

は

消
え
去

り
戦

場

の

ボ

ン

と

ヘ
ン
リ

ー

の
怪

し

い
友

情

、
敗

戦

、
帰

還

、
遂

に
ペ

ン
リ

ー

の
擬

し
だ

短

銃

の
前

に
も
立

止

ら
ず

、
猶

ジ

ュ
デ

ス
と

の
結

婚

を

断
念

せ

ず

と
告
げ

、
引

金

を
引

く

事

を
強

い
る

ボ

ン
の
件

に
及

ぶ
℃

ー

団
ミ

ミ
"
ミ

誉
ミ

町

&

無

愚

ミ
鳴
"
掴

§

こ

・
..P
β
幽

建
Φ

β
o
〈
霞

巴
首

b
巴

窪
宅
曙

》、、
硬
ぼ

①
〈
o

。Ω
9
貸
●

ノ

一、
そ

し

て
彼

は
退

か
な

か

つ
た

」

と

シ

ュ
リ

ー
ブ

が
言

つ
た

。

で
再

び
始

ま

る
ブ

ロ

ッ
ク
文
字

は
間

一
髪

語

り
手

の

シ

ュ
リ

ー
ブ

が
再

び

浮

上

つ
て
来

た
事

を
意
味

す

る

。

ダ

ヘ

ヘ

へ

こ
の
様

な

語

り
手

か
ら
行

動
者

へ
、
又

は
そ

の
逆

の
そ

れ

こ
そ

文
字

通

り

「
コ

ン

マ
も

コ

ロ
ン
も
文

節

も

な

く

、

一
股

ぎ

の

」
わ
た

り

の

は
非
常

に
巧
み

で
、
時
折

両
者

を
連
結
す
る

一
種

の
鎖
を
使
ケ
事
が
あ
る
。

た
と
え
ば

喘
ぎ

つ
㌧
ボ

ン
を
追

う

ヘ
ン
リ

ー
の

「
待

つ
て
」

の
悲
痛
な
叫

び
は
、
ク

ェ
ン
テ

ン
0
、一
気

呵

成

の

話

を

止

あ

る

シ

ュ
リ

ー
ブ
の

「
待

つ
て
」
と
重
な
り
、

(
三
四
四
頁

)

ジ
子
デ

ス
が

ク

ェ
ン
テ

ン
の
祖
母

に
示
す

ボ

ン
の
唯

一
の
手
紙

は
、
ク

ェ
ン
テ
ジ

の
手
申

の
手
紙
と

二
重
写
し

に
な
る
。

(
一
二
八
頁

〉

前

作

「
響
き

ど
怒
り

」
に
お
い
て
は
内
的

独
白

に
よ
り
自
由

に
現
在
過
去

の
世
界

を
飛
び
交

し
た
が
あ
く
迄
も
自
分

の
記
憶

の
申
を
己

の
中
心
意
識

を
失

わ
ず
前
後
し

て
居
た

に
過

ぎ
な

い
。
所
が

「
ア
ブ
サ

ロ
ム
ト
で
は
過
去

の
世
界

は
話
者

に
と

つ
て
は
殆
ど
他
人

の
経
験

で
あ
る
が
、
之

を
単

に
物
語
と

せ
ず
自
他
を
完
全

に
行
為
者

と
合

一
さ
せ
て
し
ま
う
。
此
所

に
前

作
と
大
き
な
差

が
あ
る
。
.

こ
の
様

な
我
と
人

と
の
髭
伺

は
語
り
手

の
上

に
の
み
限
ら
ず
登
場

人
物
相

互
間

に
も
見
ら
れ

る
。
た
と
え
ば

ロ
ー
ザ
は
秘

か

に
ボ

ン
を

一30一
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愛
し
て
居

る
が
、
姪

の

ジ

ュ
デ

ス

(
と
云

つ
て
も
彼
女

よ
り

は
年

上
な

の
だ

が
)

の
上

に

},
自
分

の
抑
圧

さ
れ
た
青
春

の
不
妊

に
終

つ
た

夢

と
幻

想

を
投
影

し

て
L
彼

女

を
己

の
身

替

り
,の
花
嫁

(
馨

銘

。
塁

ぴ
邑

。
ら

、●ミ

)
と

す

る

の
で
あ

る

。

だ

か
ら

ロ
ー
ザ

が

父

の
麿

の

品
物

か
ら
盗

み
ま

で
し
て
営

々
と
縫

い
上
げ

る
花
嫁
衣
裳

は

ジ

ュ
デ

ス
の
為

で
も
あ
り
、
又
自
分

の
為

で
も
あ

る
。

又
も

つ
と
奇
妙

な
交
錯

は

ヘ
ン
リ

ー
の
性
格

に
見
ら

れ
る
。
彼

は
大
体
両
性
的

(Φ
腰
8
昌
①
)
で
あ
り
、
婦

人

の
使

う
様

な
ガ
ウ

ン
と

ス
リ

ヅ
パ
ー
で
篠
室

を
う
ろ

つ
き

へ
婦
人
用

の
香
料

と
煙
草
を
好

む
。

〈
こ
の
習
慣

は
ボ

ン
か
ら
学
ん
だ

の
で
ボ

ン
に
も
此

の
傾
向

が
あ

る
。

y
そ

れ
ば
か
り

で
は
な
く
彼

は

二
つ
の
性
格

に
分
裂
す

る
。

一
は
妹
、の
処
女
性

は
破

つ
て
始

め
て
存
在

し
た
と
言
え
る
物
故

に
、
出

来
得

べ
く

ん
ば
義
兄

(
ボ

ン
)
φ

身

に
乗

り
う

つ
り
、
或
は
愛
人

・
夫

と
化
身
し
て
処
女
性

を
奪

わ
ん
と
す

る
。
他

は
自
む
妹

・
情
婦

・

花
嫁

に
化
身
し
て
ボ

ン
に
よ
り
奪

い
取

ら
れ
ん
と
望

む
。

i

爵

。

冨

。
嘗

霞

器

聾

旦
農

ゆ
冨

窪

9

融
蓉

霞

、。・
浮

σq
三

ξ

B
墓

酔
び
①

伽
聾

層
ξ

9

冒

。
昆

零

げ
。

冨

く
や

。
図
一u。
酔
亀

暮

9
㌍

蜜
ぼ
昌
σq

爵
暮

く
貯
σq
一島
ξ

貯

爵

①

娼
①
塁
o
買

亀

爵

①

ぴ
き

爵

o
雫
貯

-言
ぎ

・爵

①
岩
9
昌

噌
げ
o
導

畑
①

≦
o
乱
幽

び
o

罵

》
0

8

巳
自

ぴ
0
8

含
ρ

B
o
$
B
霞

娼
ぽ
o
器

営

8
"
爵

o
一〇
〈
①
5

砕
国
Φ

ず
器

ぴ
塑
β
9

び
賢

巽
げ
o
B

昼
①

≦
o
旦

幽

び
o

含

馨

o
昌
o
缶
℃
9

0
2

0

h
o
H

自
$
娼
o
嵩
0
5

罵

冨

8

葺
H9

び
①
8
B
ρ

冨
㊥
言
彦
自

娼
げ
o
。Ω
①
一暮

o

爵

①
巴
馨
Φ
ジ

爵

⑦

犀
凶蓉
目
o
器
"
淳

o

び
廿
q
①
●
(娼
●⑩
⑪
)

第

一
の
道

は
突
進

め
れ
ば

肉

身

相
姦

に
至

り

、
第

二
の
道

は
彼

を
女

性

役

と
す

る
同

性

愛

に
通

ず

る
。
妹

の
肉

体

の

一
部

、

兄

の
自

分

が

見

る
事

も
触

る
事

も
為

し
得

な

か

つ
た

部
分

を
見

、
触

れ

る
権

利

も

兄

と
思

う

ボ

ン
な
ら

ば

(
ボ

ン
の
兄

た

る
事

を
知

ら
ず

し

て

云

つ

て

い
る
)
憎

ま
ず

許

し
得

る

ど
言

う
時

、
彼

は

ボ

ン
と

化

し

て

一
種

の

イ

ン
セ

ス
ト

を
犯

し

て

い
る
。
又

執

拗

に

「
こ
れ

か

ら

ば

僕

の
命

も
妹

の
命

も

貴

方

の
物

で
す

」

と

ボ

ン
に
言

う
時

は
彼

は

ジ

ュ
デ

ス
と
同

化

し

て

一
種

の
同
性

愛

に
近
付

く

。

こ
の
交

錯

(
こ

の
場
合

は

倒
錯

の
語

の
方

が

適

当

で
あ

ろ

う
が

)

は
話

手

で
あ

る
ク

ェ
ン
テ

ン
自

身

に
も

多

分

に
認

め
ら

れ

る
。

「
響

き

と
怒

り

」

に
現

れ

た
彼

は

妹

の
キ

ャ
ン
デ

ス
を
愛

し
て

居

た

。
然

し
妹

の
求
婚

者

達

は

い
ず

れ
も

彼

の
嫌

悪

す

る
型

の
男

で
、

そ

の
中

に

一
人

の
ボ

ン
の
如

き

己

の

ア
ブ
サ

ロ
ム

・
ア
ブ
サ

ロ
ム
の
交
錯
的
手
法

、_31-一



)

人

文

研

究

第
ぞ

一
輯

身
替
り

を
見
出

し
得

な
か

つ
た
。
だ
か
ら
彼

は
ボ

ン
の
役

を
自
ら
務

め
て

イ

ン
セ

ス
ト
を
犯
し
た
と
言
う
妄
想

の
虜

と
な
る
、
そ
し
て

ヘ

ン
リ
ー
は
妹

の
名
誉

を
守

る
為

に
ボ

ン
を
殺

し
た
が
、

ク

ェ
ン
テ

ン
は

此

所

で

も

殺

す
役

と
殺

さ
れ
る
役

を

一
人

で
務

め
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
罪

の
意
識

に
か
ら
れ
て
我
と
我

が
身
を
殺
す
事
よ
り
外

は
な

い
。

こ
の
様

に
考

え
る
と
ボ

ン
等

の
悲
劇

は
彼

に
は
痛

い
程
理

解

さ
れ
た
わ
け

で
、
吾

身

の
苦
悩
と
し
て
あ
れ
程

の
熱

心

さ
を
以
て
追
求

め
て
行

く
事
も
無
理

で
は
な

い
。

ノ

一32-一

眞
と
偏
、
想
像

と
現
實

の
交
錯
i

前

に
述

べ
た
様

に
第

二
部

で
は
第

一
部

で
隠

さ
れ
て
居
た
ボ

ン
が
サ
ト

ペ
ン
の
実

子

で
あ

つ
た
と

 云
う
事
実

が
明
瞭

に
な
り
、
又

ク

ェ
ン
テ

ン
対

シ

ュ
リ
ー
ブ
と
言

う
多
感
な
若

い
語

手

を

得

て
、
事
件
は
新

し

い
角
度

か
ら
見
修
さ
れ

る
。

こ
の
事
実
は

七
章

に
至
り
始

め
て
明
か

に
さ
れ
る

。
ク

ェ
ン
テ

ン
は

ロ
ー
サ
に
会

つ
た
翌
日

(
即
ち
第

一
部

の
最
後

の

一
日
よ
り
更

に

一
日
先

)
之

を
知

つ
て
父

に
語

つ
た
物

で
あ
る
。
ザ

ト

ペ

ン
は
唯

一
の
理
解
者

で
あ

つ
た
ク

、
ン
テ
ン
の
祖
父

に
己

の
前
半

生
を
打
明

け
た

の
は
叢
林

に
逃
、亡

の
仏
人
建
築
師

を
追
求

め
な
が
ら
で
あ
る
。
目
前

の
炬
火
を
列

ね
て
探
す
黒

人

の
群
が
、

か

つ
て
の
西
印
度

ハ
イ

チ
島
め
砂
糖
畑

の
暴
動
焼
打

の
場
景

と
ダ
ブ

つ
て
珍

じ
く
雄
弁

に
彼

は
話

を
進

め
る
が
、
島

で
め
と

つ
た
妻
と
も
う
け
た
子
を
捨

て
た
と

て
う
ま

で
語
る
と
突
然

話
を
切

る
。

と
同

時

に
ク

ェ
ン
テ

ン
も
話
を
切

つ
て
躍
起
と
先
を
催
促
す
る

シ

ュ
リ
ー
ブ

に
も

こ
の
話
を
進

め
な

い
。

サ
ト

ペ
ン
が
祖
父

に
話

の
続

き
を
し
た
の
は
叢
林

の
シ
ー

ン
か
ら
実

に
三
十
年
後

、
捨

て
得
た
と
思

つ
た
我
子

が
目
前

に
立
現

れ
た

後

の
事

で
あ
る
。

.
こ
の
様

な
新
事
実

と
新
解
釈
者

に
よ
り
第

一
部

の
サ

ト

ペ
ン
の
歴
史

は
色

々
と
修
正

さ
れ
た
が
そ

の
主
な
る
物

は
次

の
点

で
あ

る
。

一
、

ロ
ー
ザ

の
父

コ
ー
ル
ド

フ

ィ
ー
ル
ド
は

ロ
ー
ザ

ー
の
話

で
は
道
徳
堅
固
、
信
仰
心
高

い
男

の
様

に
の
み
取

れ
た
が
、

サ
ト

ペ
ン
の

何
か
不

明

の
急
速
な
致
富
め
蔭

の
力
で
あ

つ
た
事
。
サ
ト

ペ

ン
は
そ

の
利

益
も
又
汚
名

も
自
分

一
人

で
引
受

け
た
。

二
(
ク

ェ
ン
テ

ン
の
父

に
よ
れ
ば
第

一
部

で
は
ボ

ン
の
戦
場

で
の
負
傷

を
.ヘ
ン
リ
ー
が
助
け
た

(
一
二
四
頁

)
と
言
う
が
、
第

二
部

で

へ

盈



ぱ
逆

に

ヘ
ン
リ

ー

の
負

傷

を

ボ

ン
が
助

け

た
事

と
な

る
。

へ
三
四

四
頁

)

三
、

サ

ト

ペ

ン
は
娘

の
恋

を
冷

酷

に
押

し
潰

し

、
出

征

間

際

に

「
リ

ン
ヵ

ン
の
外

套

の
尻

尾

を
送

つ
て

や

る
ぞ
」

と

豪
語

洪
笑

す

る
ひ

戦

か
ら

戻

つ
て

一
家

の
悲

劇

を
聞

い
て
も

「
約
束

の
外
套

を
持

つ
て
来

て

や

れ
な

か

つ
た

わ

い
」

と

し
か

云

わ

ぬ
冷

酷
無

情

の
男

の
様

に

思

わ

れ

る

が
、

第

二
部

で
彼

の
苦

悶

が

わ

か

る

と
彼

の
同

じ
信

葉

も
同

じ
態
度

も
寂

莫

た

る
感

を
伝

え

る

。

四

、

ボ

ン
が

故
郷

に
妻

子

を
置

き

な

が
ち

ジ

ュ
デ

ス
に
求
婚

す

る

の
を

ク

ェ
ン
テ

ン
の
父

は

ボ

ン
の
ル

ー

ズ
な
女

性

観

に
よ

る
物

と
解

し

、
之

は

ラ

テ

ン
文
化

の
特

性

だ
と

妻
妾

論

を
長

々

と
論

ず

る

(
四
章

)
。
然

し
彼

は
子

と

し

て

の
認

知

を

サ

ト

ペ

ン
に
迫

る
枷

と
し

て

求
婚

を
使

つ
た

σ

し

か
も

終

り

に
は

ジ

㎏
デ

ス
を

愛

す

る
様

に
も

な

つ
た

。

五

、
だ

か

ら

ボ

ン
は

ヘ
ン
リ

ー
と

の
決

闘

で
殺

さ

れ
た
め

で
は

な

く
、

絶
望

の
彼

は

ヘ
ン
リ

ー
を
強

制

し
て
引

金

を
引

か

し
た

。

六
、

サ

ト

ペ

ン
は

烈
リ

ー

に
赤

ん
坊

を
産

ま

し

て
も

「
お
馬

が
牝
馬

だ

つ
た

ら
良

い
馬

小

屋

を

建

て

～
や

る

に
な

」

と
同

時

に
仔

馬

を

生

ん
だ

愛
馬

に
も

劣

る
扱

を

し

て

ウ
ォ
ツ

シ
ュ
の
大

鎌

に
艶

れ

る
獣

の
如

き
男

の
様

だ

が

、
第

二
部

で

は
最

後

の
望

も

空

し
く

生

れ

た
子

が

女

だ

つ
た

と
知

り
彼

は
絶

望

し

て
わ

ぎ

と

ウ
ォ
ツ

シ
ュ
を
挑

発

し

て

殺

さ
れ

た

。

(
こ

の
解

釈

は
若

干

疑

問
も

あ

る
が

ボ

ア
リ

ア
は

こ
う
解

釈

し

て
居

る
。

≦
・
ズ
●
ぎ

三
。誉
、.ω
g

5
σQ
。
O
。
駐
、、
ぎ

}。h
憲

。・§
噸
冒

。・。・蓬

℃
℃
ご
き

巴
鞍

吻
。h
臥
富

匙

§

」
穿
ミ

。
ミ

気

付

か

れ

た
様

に
以

上

の
六
点

の
内

、

一
、
三
(
六

は
サ

ト

ペ

ン
の
評

価

を
、

二
、
四

、

五

は

ボ

ン
の
評

価

を
高

め

る
役

を

し

て
居

る
。

此
等

の
新

解

釈

に
よ

り

ボ

ン
は
も

は

や
伊

達

な

漁
色

家

で

は
な

く

な

る
。

ボ

ン
の
母

や
之

に

つ
き

ま

と

う
悪

弁
護

士
等

は
サ

ト

ペ

ン
の
財

産

を

し

ぼ
り

上

げ

る
計

書

で

ボ

ン
を
囮

に
使

つ
た

が

ボ

ン
の
父

に
求

め

る

の
は

唯

一
つ

「
我
子

よ

」

と
手
紙

の

一
部

に

で
も

述

べ
て

く

れ

る
事

で
あ

つ
た

。
又

之

を
為

し
得

な

か

つ
た
所

に
サ
ト

ペ

ン
の
致

命
的

な

想
像

力

の
欠

陥

が

あ

つ
た

。

又

サ

ト

ペ

ン
に
至

つ
て

は
冷

血

動

物

か

ら

歌
舞

伎

に
で
も

現

れ

そ

う

な
内

心

の
苦

悶

を
外

に
出

さ
な

い
悲
壮

な
人
物

と
変

わ

る

。

ロ
ー

ア
ブ
サ

ロ
ム

・
ア
ブ
サ

ロ
ム
の
交
錯
的
手
法

一33一

つ



人

文

研

究

第
十

一
輯

デ

モ

ン

ザ

は
老
嬢
的
な
片
寄

つ
π
好
悪
感
か
ら
サ
ト

ペ

ン
の
名

を
呼
ば
ず

に
悪
鬼

・
デ

モ
ン
と
常

に
語

る
。
後
半

シ

ュ
リ

ー
ブ
も
又
彼
女

の
口
癖

を
借
り
て
、
ク

ェ
ン
テ

ン
の
話

の
中

に
彼

の
名

の
出

る
毎

に

「
デ

モ
ン
」
と
執
拗

に
口
を
出

し
て
訂

正
す

る
。
然

し
彼

の
苦
悩
が
わ
か

つ

て
も
猶
彼

が
繰
返
す

デ

モ
ン
、

デ

モ
ン
は
次
第

に
反
語
的
な
響
を
伴

つ
て
来

る
の
を
否
定
出
来

な

い
。

ヘ

へ

一
つ
の
事
件
を
楯

の
両
面

か
ら
見
た
ず
れ
は
話
者

の
誤
ば

か
り

で
は

な
く
登
場
人
物
間

に
も
生
ず

る
。
父

か
ら
書
斎

に
呼
ば

れ
て
ボ

ン

こ
そ

は
血

の
繋

が
る
兄

で
あ

る
と
告
げ
ら
れ
た
時

の

ヘ
ン
リ
ー
の
目

に
は
そ

の
時
、
外

の
庭

を
妹

と
ボ

ン
が
横
切

る
姿

が
映

る
。
そ
れ

は

彼

に
は
互

に
頭
を
寄

せ
合

つ
て
心

の
記
す

リ
ズ
ム
に
合

せ
て
静
か

に
灌

木
林

の
茨

み
に
消
え

る
相
愛

の

二
人

の
姿

と
見
え

る
。

〈
二
九
四

頁

)
所
が
同

じ
場
景
が
今
度

は
暫
く
立

つ
て

ボ

ン
の
立
場

か
ら
描
か
れ
る
。
先

に
は
室
内

に
カ

メ
ラ
を
据

え
て
サ
ト

ペ

ン
の
肩
越

し
に
窓

外

の
庭

を
映
し
た
が
、
今
度

は
魔

に
ヵ

メ
ラ
を
置

い
て
ボ

ン
と

ジ

ュ
デ

ス
の
頭
越
し

に
室
内

を
の
ぞ

い
た
構
図
と
な

る
。

(
三
三
三
頁

)

こ

の
時

ボ

ン
は
恋
を
語

る
ど

こ
ろ
か
、
心

は
今

こ
そ

サ
ト

ペ
ン
が

ヘ
ン
リ
ー

に
打
明
け
る
で
あ

ろ
う
と

の
期
待

に
震

え
て
優

し
ぐ
彼
女

を

追

い
や
る
様

に
す

る
。

そ

の
ボ

ン
の
不
思
議

な
態
度

が
勿
論

ジ

ュ
デ

ス
に
は
わ
か
ら
な

い
。
愛
と
は
こ

の
様
な
物
か
と
失
望

に
打
ち

の
め

き
れ
な
が
ら
も

ボ

ン
の
言
付

の
如
く
す
る
。

こ
の
様

な

二
重
構
図

は

フ

ォ
ー
ク
ナ

ー

の
好

ん
で
取

る
手
法

で
あ
る
。

今
第

ご
部

に
述

べ
ら
れ
た
事
を
真
実

で
あ

る
と
す

る
な
ら
ば
、
第

一
部

の
解
釈
は
全

部
偽

と
な

る
。
そ
れ

で
は

フ

ォ
ー
ク
ナ
ー
は
こ
の

長

い
小
説

の
丸

々
半
分

を
費

し
て

い
ず
れ
は
偽

と
看
破

き
れ

る
事
実

を
人

の
解
釈

に
は
兎
角
誤
が
多

い
と

の
教
訓
を
与

え
る
為

に
素
知
ら

ぬ
顔
を
し
て
書
続
け
た

の
か
。

こ
の
様

に
解
す

る

に
は
余

り

に
も
前
半
が

ひ
た
む
き

に
書
か
れ
て
居

る
。
之

は
次

の
様

に
解
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
即
ち
第

一
部
も
第

二

部
も
事
件

を
そ

の
様

に
解
釈

し
て
居
る
間

は
語
手

に
と

つ
て
も
聞

手

に
と

つ
て
も
そ

の
解
釈

が
事
実

な

の
で
あ

る
。
か
く
あ
る

べ
し
と
想

像
す

る
事

は
実

は
か
く

あ

つ
た
事

に
外

な
ら
な

い
。

「
幻
想

こ
そ
は
骨
肉
、
記

憶

の
如

く

人

の

体

の

一
部
な

の
だ

(
三
四

八
頁

)
」

い

や
、
・
想
像

こ
そ
な
現
実

よ
り
猶
真
実

か
も
知
れ
な

い
。

「
も

し
俺
が
其
所

に
居
た
ら
之
程
明
か

に
な
見

ら
れ
な
か

つ
た
だ

ろ
う

(
一
九
〇

一34・ 一・・一



頁
)
L
と

ク

ェ
ン
テ

ン
は
言

う
。
又
観
方

を
変
え

れ
ば
第

二
部
で
修
正

さ
れ
た
事
も
又

一
つ
の
假
説
空
想

に
過

ぎ
ず
新
し
い
.事
実

の
前

に
偽

と
葬
り
去
ら
れ

る
べ
き
物

か
も
知
れ
な

い
。
最
終
章

で
ク

ェ
ン
テ

ン
は
死

に
に
戻

つ
て
来
た
老

ヘ
ン
リ
ー
と
無
気
味

な
会
話

を
交
わ
す
。

然

し
現
実

の
彼

は

ヘ
ン
リ
ー

に
会
え
ず
戻

つ
た

の
で
、
之

は
完
全

に
彼

の
空
想

で
あ
る
。
そ
れ
で
な
く

と
も
ボ

ン
や
サ

ト

ベ
ン
の
苦
悩
を

か
く
迄
詳
細

に
ま
ざ
・く

と
誰
が
誰

に
語
り
得

た
か
。
之
も
又
彼
等

の
若

い
感
受
性

の
勝
手

に
生

み
出

し
た
空
中
楼
閣

か
も
知
れ
な

い
。

親

が
子

を
作

る

と
言

う
な

ら

わ

か

る
が

ク

ェ
ン
テ

ン
は
逆

に

「
シ

ュ
リ

ー
プ
と

俺

で
お
父

さ

ん

を
作

る

」

(
二
六

二
頁

)

と

云

う
。

一
見

不

思
議

な

こ

の
言

分

も
後

生

の
解

釈

の
儘

に
父

は
在

る

の
だ

と
言

う

意
昧

で

理
解

さ

れ

る

。

フ

ォ
ー
ク

ナ

ー
は

こ

の
小

説

の
中

で
単

に
サ

ト

ペ

ン

一
家

の
物

語

を
書

い
た

の
で

は
な

い
。
も

し
単

な

る
物

語

で

あ

る
な

ら

時
代

順

に
筋

を
追

つ
て
書

く

方

が
明

瞭

で
あ

つ
た

で

あ

ろ

う

し

、

そ

の
物

語

を
数

十
年

後

の
今

日
語

ち

せ

る
第

三
者

の
語

り

手

を

必
要

と

し

な

か

つ
た

で
あ

ろ
う

。

そ

の
物

語
が

現
存

の
人

々

に
投

ず

る
少

し

づ

㌧
違

つ
た
影

、

そ

の
影

の
分

だ

け
死

ん
だ
物

語

も

現

在

の
心

に
生

き

て
居

り

、

ま

だ

少

し

づ

㌧
違

つ
た
影

の
形

な

り

に
そ

れ

み
＼

の
人

に
そ

の
物

語

は
真
実

と

な

る

。
何

を
指

し
て
真

実

と
言

い
、
何

を
指

し

て
虚

と
言

う

。

想
像

も

現
実

も
境

は
明

か

な

ら
ず

、
夢

も

現
も

所

詮

荘

子

胡
蝶

の
夢

に
過

ぎ

ぬ
。
、
「,起

つ
た

事
件

は
幻

想

に
過

ぎ
ず

、
実

際

に
は
存

在

し
な

か

つ
た

。

(
二
八
〇

頁

)

」

「
そ

れ

等

は

シ

ュ
リ

ー
ブ

と

ク

ェ
ン
テ

ン
の
共

に
考

え

出

し

た
も

の

、

そ

れ
故

に
又

共

に
真
実

で
も

あ

つ
た

。

(
三

三
五
頁

)
」

:
…
自

ぽ
暮

ぽ
帥
山

げ
欝
娼
娼
o
β
①
自

ぞ
謎

冒
。。げ

欝
9
Φ
ぼ
。D
6
昌

欝
β
畠

伽
一働

β
9

器

ε

鑑
ぢ

Φ
首
。。竺

な

…

ぞ
昼
o
B

の
ぼ

Φ
<
o

蟄
揮
飾

8
庫
o
嵩
け
宣

げ
欝
9

崔
冨

ぞ
坑
Φ

言

く
①
馨

①
亀

蟄
β
9

司
ぽ

o
げ

芝
盤

犀
犀
o
宅
綻
①

娼
H
O
び
蟄
び
ζ

す
q
o

魯

o
コ
σq
げ
・

こ

の

…様

な

言

葉

は
篇

申

至

る

所

に
聞

か

れ

る

の

で

あ

る

。

一

時

の

交

錯
-

殆
ど
総

て
の

フ

ォ
ー
ク
ナ
ー
の
作
品

で
時

は

一
直
線

に
流
れ
な

い
。
必
ず
あ
る

一
点
よ

り
出
発

し
、
た
ち
ま
ち
過
去

35

の
世
界

に
逆
行

し
て
そ

の
中

を
自
由

に
飛
び
廻

る
。
然

し

こ
の
作
程

長

い
時

の
移
り

を
舞
台

と
し
た
物

は
勘

い
で
あ
ろ
う
。
若

い
二
人
が

=

ア
ブ
サ

ロ
ム

・
ア
ブ

サ

ロ
ム
の
交
錯
的
手
法

-



人

文

研

究

第
十

一
輯

ハ
ー

バ
ー
ト

の
寄
宿
舎

で
語
り
合

う
冬

の
夜

は

一
九

一
〇
年

、
そ

れ

か

ら

数

え

れ

ば
サ
ト

ペ

ン
が

ヨ
ク

ナ

パ

ト
ー

フ

ァ.に
現
れ
た
所

(
一
八
三
三
年

、
即
ち
第

一
部

の
最
先
端

)
か
ら
し
て
も

八
十
年

の
歳
月
が
流

れ
、
更

に
第

二
部

の
十
四
才

の
時
黒
人

に
恥
辱
を
受

け
た

一
八

二
〇
年

か
ら
す
れ
ば

九
十
年

の
昔

で
あ

る
。

(
フ

ォ
!
ク
ナ

ー
は

い
つ
も
感
性
的
時
間

に
従

い
、
時
計

や
暦

の
理
性
的
時
間

を
無
視

す

る
様

で
居

て
実

は
胸
申

に
は
し

つ
か
り

し
た
年
代
順

の
図
式
が
出
来

上

つ
て
居

る
。
)

こ
の
長

い
過
去
現
在

に
至

る
時

の
流

れ
の
申

を
i

・過
去

と
云

つ
て
も
記

憶

に
残

り

話

に

上

る
限

り

は

生

き

て
居

る
現
在

で
あ
る

(
フ
.
!

ク
ナ

ー

は
良

く

過

去

時
制

の
ま

～

茜

⑦
ρ

盛

魯
①

を
使

う

べ
き
所

を
、
β
o
ヨ

財
曾

Φ

を

使

う

)
又

現
在

と
言

つ
て
も

そ

れ

は
強

く
過
去

の
影

を
曳

い
た
時

で
あ
る
ー

読
者

は
境
も
分

か
ず
彷
往
す
る
。

二
重
映
し

の
画
面
が
光
線

の
加
減

で
或

は
過
去
が
強
く
或

は
現

在

が
強
く
表
面

に
現
れ

る
。

こ
の
す
り
替
え

は

フ

ォ
ー
ク
ナ
ー
の
最
も
巧

み
な
所

で
、
或

は
気
付
か

ぬ
内

に
舞
台
が
廻
り
、
或

は
瞬
間
切

、
幕

が
切
落

さ
れ
る
。
前

者

の
好
例

と
し
て
又

フ

.
ー
ク
ナ

ー
の
名
文

の

一
と
し
て

二
章

の
冒
頭

の
シ
ー

ン
を
思

浮

べ
る
。

.

今

ク

ェ
ン
テ
.ン
は
夏

の
夕
方
父

と
ベ
ラ

ン
ダ

に
坐

つ
て
居

る
。
藤

の
花

の
香

と
父

の
葉
巻

の
香

、
そ
れ

に
草

叢

に
点

滅

す
る
螢

の
火

(
之
等

を
五
ケ
月
後
父

の
手
紙

は

ハ
ー
バ
ー
ト
の
寄
宿

舎

の
彼

の
も

と

へ
も
た
ら
す

で
あ

ろ
う
。
)
彼

は

一
九
〇

九
年

の
今

一
八
三
三
年

に
起

つ
た
話

を
き

こ
う
と
し
て
居

る
。
昔
と
は
言
え
彼

は
そ

の
申

に
育

つ
た
と
言
え

る
。
そ

の
昔

に
教
会

の
鐘

の
鳴

り
渡

つ
た
同

じ
空
気

を
吸

つ
て
育
ち

、
日
曜
毎

に
実
際

に
昔

な
が
ら
の
鐘

の
音
を
昔
な
が
ら

の
鐘
塔

に
聞
き

、
そ
の
塔

に
遊
び
鳴
く
鳩
も
又
昔

の
鳩

の
子
孫

で
,

あ

る
。
か
く

て
六
月

の
日
曜

の
朝

に
鐘

は
平
和

に
嶋

り
続
き
、
昔

の
服

装

の
女
子
供

は
教
会

へ
い
そ
ぎ
、
男
達
は
露
台

の
て
す
り

に
足

を

載

せ
て

ふ
と
見

上
げ
る
と
其

所

に
見
馴

れ

ぬ
男
が
居
た

。

こ
の
筋
書
だ

け
で
は
フ

ォ
ー
ク
ナ

ー
の
名
文
を
窺

う

べ
く

も
な

い
が
そ
れ
で
も

こ
の
中

に
幾

つ
か

の
時

の
流

を
認
め
得

る
で
あ

ろ
う
。

父

の
手
紙

云
々
の
件

は
此
所

に
予
言

さ
れ
た
様

に
第

二
部

の
冒
頭

に
至
り
再

び
現

れ
る

が

此

所

に
現

在

か
ら
末
来

を
見
通
し
た
流
が
あ

り
、
又
鳩

の
件

は
過
去
か
ら
現
在

へ
流
れ
て
居

る
。
然

し
全

体

の
流

は
そ
れ
と
逆

に
鐘

の
鳴
響
く
内

に
現
在
か
ら
過
去

へ
向

つ
て

い
つ
の

一一36一



間

に
か
完
全

に
そ

れ
と
入
替

つ
て
居
る
。
藤
と
葉
巻

の
香

、
螢

の
火
、

こ
の
三
者

は
こ
れ

か
ら
後

第

二
部

の
至

る
所

に
、
過
去

を
呼
出
す

テ
ー

マ
・
ミ

ユ
ー

ジ

ッ
ク
の
様

に
突
然
鳴
響
く

、
そ
れ

に
連
れ
て
厳
冬

の
ハ
ー
バ
ー
ト

の
寮

に
南

部

の

蒸

暑

い
六
月
の
夕

が
戻

つ
で
来

る
。こ

の
話

の
主
人
公

達
は
話

の
さ
れ

る
現
在

で
は
殆
ど
死
者

と
な

つ
て
居

る
点
も
注
意
す

べ
き

で
あ

る
。

六
章

で
我

々
は
雨
申

の
草
深

い

林

の
中

に
立

つ
五

つ
の
墓

に
案
内

さ
れ
る
。
そ
れ
は
戦
争
申
死
ん
だ

エ
レ

ン
、
殺

さ
れ
た
ボ

ン
と
サ

ト
ペ

ン
、
天
然
痘

で
死
ん
だ

V

・
ボ

ン
と

ジ

ュ
デ

ス
の
五
人

の
為

の
物

で
あ
る
。
唯

一
人

の
生
存
者

と
思
え
た

ロ
ー
ザ
も

第

二
部

冒

頭

の

父

か
ら

の
手
紙

は

ロ
ー
ザ

の
死

を

ク

ェ
ン
テ

ン
に
伝
え
て
居

る
。

い
や
、
そ

の
ク

ェ
ン
テ

ン
自
身
も

「
響
き
と
怒
り

」
を
先

に
読

ん
だ
読

者
は

こ
の
年

の
後
幾
月
も
な
ら
ず

し
て
投

身
自
殺

を
し
と
げ
て
居

る
事
を
知

つ
て
居
る
で
あ

ろ
う
。
言

わ
ば
物

語
全

体
が

「
響
き
と
怒
り

」
が

白

痴

に
語
ら
れ
た

(
8
峯

ぴ
蟹

聾

蜀
ご
酔
)
物

と
し
た
ら
、
之

は
亡
霊

に
語
ら

れ
た
物

語

で
あ
る
。
事
実

亡

霊
と
言

う
語

は
篇
中
至

る
所

に
現
れ
る
コ
た
と
え
ば

ロ

ー
ザ

の
話
は
静

か

に
横
わ

る
事
を
肯

じ
な

い
亡
霊

の

一
が
昔

の
亡
霊

の
時

に

つ
い
て
語

る
物

語

で
あ
り
、
そ

の
話

の
南

部
と
は

一
八
六
五

年

以
来
死
ん

で
今

は
冗
舌
な
恨

を
持

つ
幽
霊
共

の
住
家

で
あ
り
、
聞
く
ク

.
ン
テ

ン
も
未
だ
若
く
し
て
幽
霊

と
な
り
得

る

に
価

し
な

い
が

南

部

に
生
れ
育

つ
た
か
ら

に
は

ロ
ー
ザ

と
同
じ
く

い
ず
れ
は
幽
霊
と
な
ら

ね
ば
な
ら

沁
運
命

を
も

つ
。

(
九
頁

)

彼

等

の
多
く

は
巻

の
半
ば

に
至
ら
ず

し
て
そ

の
死
を
語
ら

れ
て
居
る
。
若

し
死
が
解
決

で
あ

る
な
ら
、

こ
の
話

は
解
決
を
先

に
見

せ
て

し
ま

つ
た
物

で
、
探

偵
小
説

の
様

に
結

末

の
面
白

さ
を
売

る
小
説

で
あ

つ
た
ら

種

の

わ

れ

た

手

品

と
同

じ
く
全
く
何
等

の
面
白

さ
も
な

ヘ

へ

い
。
然

し
之
等

の
亡
霊

が
話
申

に
登
場
す

る
と
た
ち
ま
ち
息

を
吹
き
か
え
す
。

ア
ブ
サ

ロ
ム
に
最
も
執
拗

に
用

い
ら
れ

い
み

じ
く
も

ら
せ

へん
的
展
開

(。。
営
罫
一
①
国
娼
o
玲
氏
8

)
と
名
付
け
ら
れ
た
手
法

に
よ
り
、
姶

は
謎

の
如
く
文
中

に
ふ
と
投
げ

入
れ
ら

れ
た
片
言
隻
語

が
次
第

ヘ

ヘ

へ

に
、一
つ
の
渦

と

な
り

、

廻
り

出

す

と
次

第

に
そ

の
中

心

に
重

要

テ
ー

マ
が

浮

上

つ
て

来

る
。

渦

と

言

う

よ
り

ら

せ
ん

と
名

付

け

た

の
は
回

転

し

つ

、
少

し

つ

つ
高

み

に
登

つ
て
行

く

意

味

で
適

当

だ
が

反

復

は
限

り

な
く

続

く

。

ア
ブ
サ

ロ
ム

・
ア
ブ
サ

ロ
ム
の
交
錯
的
手
法
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人

文

研

究

第
十

一
輯

サ

ル
ト

ル
は

「
響
き
と
怒
り

」
の
フ

ォ
ー
ク
ナ

ー
の
時

の
扱
方

を
評

し
て
走

し
る
車

に
後
向

き

に
乗

つ
て
居

る
人

に
た

と
え
、
現
在
は

一

唯
眼
前

を
横
切

る
点
影

と
し
て
断
片
的

に
映
ず

る
の
み
、
少

し
離

れ
て
見
透

し
を
持

つ
た
時
、
即
ち
過

去

に
な

つ
た
時
始

め
て
そ
れ
が
木

38

や
車
や
人

の
像
を
結

ぶ
と
例

の
衆

知

の
名
言

を
残

し
た
・
彼

は

フ

ォ
L
ク
ナ
ー
は
未
来

を
誠
首

し

(
9

。
還

津
客
Φ
)
現
在

を
断
片

と
見

、

[

ヘ

へ

唯

過
去

の

み
を
実

在

と
見

る

と
解

す

る

の
で

あ

る
。

だ

か

ら
彼

は
言

う
。

「
何

事
も

起

る

と
言

う

事

は

な

い
、

総

て

は
起

つ
た
事

ば

か
り

.

だ

。

」

と

。

渇
o
穿

言

σq

厨
鑓
屠

①
墓

℃
①
<
霞

答

ぽ
言

σq

副
器

げ
岱
凄

o
β
Φ
衛
・

(
㌃

慧

も

碧
一
留

葺

。
"
、、§

ミ
o

詳

肉
貸
鑓
募

器

、
鱒
↓
ぎ

防
o
蟹
嵩
織

o
濁
風

轟

o

肉
ミ

陵
、鳩
言

、角

ミ
o

b
魯

&

題

ミ

6
こ

こ

o
激

§
、、.

ヘ

ヘ

へ

然

し

「
ア
ブ

サ

ロ
ム
」

で
は
何

事

も
起

つ
た

と
完

了

に

は
言

い
切

れ
ず

、
総

て

は
常

に
生

成

の
途

に
あ

る

。

ー
l
o
冒
甥

①
山

醤
β
自

団
o
中
①
宣
甥

言

σq

菖
冨
①
・
(や

誌

)

、

i

塁

讐

。

ぎ

筈

置

σq

。
く
冑

夢

題

①
墓

8

8

彗

q

謎

h
戸三
菩

①
9
.
(
や

ゆ
2

)

ヘ

ヘ

へ

、
フ

.
ー
ク
ナ

,
.の
こ
の
様
な
言
葉

は
そ
れ
を
実
証
す
る
。
誠

に
ら
せ
ん
の
如
く

回
転

し
て
終

る
所

を
知
ら

ぬ
物

の
如
く

、
幾
度

サ
ト

ペ

.

ン
は
大
鎌

の
下

に
血
を
吹

い
て
倒
れ
、
ボ

ン
の
死
骸

は
幾
度

い
わ
ば

ジ

ュ
デ

ス
の
花
嫁

衣
裳

の
上

に
投
げ

つ
け
ら
れ
た
事
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
次

の
瞬
聞

に
は
彼
等

は
立

上

つ
て
或

は
空
し

い
生
涯

の
設
計

に
渾

身

の
力

を
傾

け
、
或
は
青
年

の
純
情
な
心

の
闘

い
を
続

け

る
。
死

に
替
り
、
生

き
替
め
彼
等

の
既

に
与
え
ち
れ
た
不
可
避

の
ゴ
ー

ル
に
向

つ
て
続

け
る
空
し

い
努

力

は
運
命

(
9
0
0
塁
)

へ
の
挑
戦

の
如

く

果
敢

な

さ

を
感

じ

さ

せ
る

。

死

か

ら
始

め
ら

れ

て
逆
行

す

る
物

語

、
ー

た

と

え
ば

ソ
L
ト

ン

・
ワ

ィ

ル
ダ

ー

(日
け
o
昌
o
芦

ノく
二
動
段

)

の

一
サ

ン

・
ル

イ

.
レ
イ
橋

・
で

は
儀

牲

者

を

の

せ
て
落

下
す

る
橋

か
ら

始

り

、

同

じ

作
者

の

「
我
等

の
町

」

で
は

墓
場

か

ら
始

る
ー
ー

ウ

エ
イ

ス
ト

に
は
常

に

空

費

の
感
を
伴

う
。
古

典
で
は
現
代

の
小
説

の
様
な
時

の
逆
行

は
許

さ
れ
な
か

つ
た

か
ら
、

運
命

の
影

は
予
言

の
形

を
と
り

彼

等

の
前
方

に
立

ふ
さ
が

つ
て
居

た
。



今
迄
述

べ
た
時

の
扱
方

は
時
計

に
た
と
え
れ
ば
或

は
針
が
逆
行

し
、
或
は

一
所

を
ぐ
る
ノ
＼
廻

つ
た

ζ
言
い
得

よ
う
ひ
所
が
彼

の
時
計

は
更

に
突
然

ぴ
た
り
と
針
が
動

か
な
く
な
る
事
も
あ
る
。
し
か
し
時
計

の
中

で
は
見

え
な

い
セ
ヵ

ン
ド
は
丁
度

響
き

と
怒
り
」

の
二
部

で
ク

ェ
ン
テ

ン
の
針

を
ね
ぢ
切

つ
た
時
計

の
セ
ヵ

ン
ド
の
様

に
、

せ

つ
せ
と
動
き
を
止
め
な

い
。

こ
の
申
絶
法
と

で
も
名

付
け
た

い
手
法

の
好
例

は
ボ

ン
の
凶
変

の
報

せ
に
動
顛

し
た

ロ
ー
ザ
が
息

せ
き
切

つ
て
サ
ト

ペ

ン
の
邸

に
か
け

つ
け

る

シ
ー

ン

(
一
四

二
頁

以
降

)
で
あ

イ

エ
ス

る
。

ロ
ー
ザ

は
留

め

る
ク

ラ

ィ

テ

ー
を
突

の
け
て
階

段
を

馳

上

ろ
う

と
す

る
瞬

間

、
階

上

に

ジ

ュ
デ

ス
が

現

れ

て
冷
然

と

「
何

御
用

?

ロ
!
ザ

」
と
声

を
懸

け

る

。

こ

の

一
言

は
彼

女

の
興

奮

に
浴

び

せ
た
冷

水

と

な

つ
て
、

踏

み

上

げ

た

足

の
ま

＼
に
中

空

に
凝

固
す

る

。

(
i

。。
ゆ
o
b
娼
o
臼

貯

旨

昌
β
ぎ

」Q
、o
冨
蜀

匂。窪

峯
①
)

果

し

て
自

分

は
ボ

ン
の
為

に
何
者

な

の
か

。

ジ
ュ
デ

ス
を

己

の
身

替

り

の
花
嫁

と
思

つ

て

は

居

た
も

の

＼
、

い
ぎ

と

な

れ

ば

自

分

は
所

詮

蔭

の
女

だ

。

こ

の
様

な
反

省

は

ニ

ユ
ー

ス
映

画

で
柵

を

越

そ

う

と

し
た

競
馬

馬

が
特

殊

撮
影

で
空
申

に
止

つ
た

の

に
似

た
姿

の
ま

㌧
で
立

往

生

し
た

ロ
ー
ザ

ー

の
胸
申

を
吹

ま

く

る
。

そ
し

て
再

び

八
頁

先

で
同

じ

ジ

ュ
デ

ス
の

声

が

か

㌧
る
と
魔

法

は
解

け

、馬

は
柵

を
越

し
、

ロ
ー
ザ

は
階

段

を

か

け

登

る

。
前

の

「
イ
ェ
ス
・
ロ
ー
ザ

」

も
後

の

「
イ

ェ
ス

・
ロ
ー
ザ

」

も
別

の
物

で
な

い
。

二

つ

の
間

に
は
現
実

の
時

は

一
瞬

も

経

過

し

て
居

な

い
。

し

か
も

そ

の
間

に
心

は
猛

烈

に
横

に
流

れ

て
、

ロ
ー
ザ

の

言

う

五
年

間

続

い
た

一
股

ぎ

を
反

復

し

て

し
ま

う

。

こ

の
様

な
中

絶

は
章

の
終
り

に
良

く

用

い
ら

れ

る
。

三
章

の
終

り

で
ヴ

ォ
ツ

シ
ュ
が

ロ
ー

ザ

を
呼

び

に
来

て

「
あ

ん
た

が

ロ
ー
ザ

さ

ん

か

ね

?
」

と
叫

ぶ
。
何

の
用

で
来

た

と
も

、

こ

の
件

が
全

体

に
ど

ん

な
関

係

を
持

つ
か
も

知

ら

さ
れ

ず

に
そ

の
章

は
其

処

で

ぶ

つ
り

と
切

れ

る

。
そ

し

て
全

然

別

の
話

が
次

か

ら
始

り

、

四
章

の
終

り

に
再

び

こ

の
語

に
め

ぐ
り

会

う
時

に

は

ヘ
ン
リ

ー
が

ボ

ン
を

殺

し
た

重

大

な
報

せ
だ

つ
た
事

が

わ

か

る
。

六
章

の
終

り

も

サ
ト

ベ

ン
の
廃

邸

に
乗

込

む

ロ
ー

サ

と

ク

ェ
ン
テ

ン
を
描

き

、

「
す

る

と
、
其

所

に
居

た

ん
だ

ね

」
と

シ

ュ
リ

ー
ブ

の
質

聞

は
何

が

居

た

と
言

う

の
か

、

そ

の
答

に
は
読

者

は
最

終
章

ま

で
待

た

ね

ば

な

ら

な

い
。

フ

ォ
ー

ク
ナ

・1
に
あ

つ
て

は
章

の
終

・り
は
実

に
屡

々
普

通

の
物

語

の
始

め

で
あ

る

。

'

ア
ブ
サ

ロ
ム

・
ア
ブ
サ

ロ
ム
の
交
錯
的
手
法
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人

文

研

究

第
十

一
輯

二
人

の
若
者

が
語
り
合
う
冬

の
夜

は
後
半

四
章

に
わ
た
り
綿

々
と
続

く
が
、
実
際

の
時

の
移
り

は
極

め
て
正
確

に
述

べ
ら
れ
て
居

る
。

シ

ュ
リ
ー
ブ
の
袖

に

つ
い
て
居
た
雪
が
溶
け
、

パ
イ
プ

の
火

は
灰
と
な
り
、

十
」
時

の
鐘
が
鳴

り
、
十

二
時
が
鳴

る
。
そ

の
僅

か

の
遅

々

た

る

一
直
線

の
時

の
動
き
の
申

に
彼
等

の
話

は
百
年

の
事
件

を
幾
度
か
行

き

つ
戻

り

つ
す

る
。
現
実

の
寸
刻

と
意
識

の
永
遠

と
か
交
錯

す

る
の
で
あ
る
。

一40-・

結

局
今
迄
述

べ
て
来
た
事
を
ま
と
め
れ
ば
、

フ

ォ
ー
ク
ナ

ー
は

こ
の
小
説

に
空
想
と
も

つ
か
ず
現
実

と
も

つ
か
ず

、
真
偽

の
境
も
分
た

ず

、
彼

の
物

語

で
あ
り

し
か
も
又
我

の
体
験

で
も
あ
り
始

め
な
ぐ
終
り
な
く
、
現
在
過
去

の
意
識
を
超
越

し
、
瞬
間

に
永
遠

の
入
混

る
複

ケ
た

オ

ス

 雑

至

難

の
大

曼
陀

羅
模

様

を
織

上

げ

た

。
凡

そ

表

現

と

は
混

沌

の
申

か

ら

コ
ス

モ

ス
を
築

き

上
げ

る
筈

な

の

に
彼

は
却

つ
て
ケ

ー

オ

ス
そ

の
物

を
実

体

と

見

て

描

こ
う
と

す

る

。

し

か
も
彼

の

ス
タ

イ

ル
は
全

く

そ

れ

に
呼
応

し

て
、

凡

ゆ

る
物

を

一
気

に
言

上

げ

よ

う

と

す

る
意

欲

は
過
多

な

イ

メ
ヂ
、

同
格

語

、
挿

入
句

、
等

を

重

ね

、

混

乱

と

曖
昧

を
故

意

に
引

入

れ

て

最

後

の

シ
ラ
ブ

ル
ま

で
理
解

を
伏

せ

て
置

き

、

と
ぎ

れ
な

く

、

た

え
ぎ

る
反

復

は

リ

ズ

ミ

ヵ

ル

に
究
文

の
如

く
続

く

。

こ

の

ス
タ

イ

ル

の
複

雑

難
解

さ

が

「
ア
ブ

サ

ロ
ム

・
ア
ブ

サ

ロ
ム
」

で
殊

に
甚

だ

し

い
の
も

小

説

自

身

の
構

造

の
要

求

と

し

て
又

当
然

で
あ

ろ

う
。

(
お

わ

り

)

ー
i

文
中
引
例
の
頁
数
は

モ
ダ

ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
叛
に
よ

る
。
ー
銀




